

















































































r12【f1--(1-e-PEP一書- y`n~vc'2-pcJ漂 , (8)
である｡ここで,C12項による平均衝突時間
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離 農 +管 +o(92), (17)
を持つ｡凝縮体は非凝縮体と同位相で振動する｡第二音波
は主に凝縮体が振動するモードであり､音速
願誓+o(g2), (18)
を持つ｡非凝縮体は凝縮体と逆位相で振動する｡より詳
しい解析によると､uTp≪ 1の極限では式 (15)から導か
れる第-､第二音波の音速は､Landau二流体方程式から
導かれる結果と厳密に一致することが示せる｡一方､逆の
極限wTF.≫ 1では論文 【41の結果と一致する.中間領域
UTF.竺1では､C12の衝突の効果による第-､第二音波の
減衰が得られる｡さらに興味深い3番目の解は､緩和モー
ド6FLdifr(i)-6pdifF(0)e-i/'であるO特に､k-0のとき
は6vn-6vc-0,T-TF.となる.Landau二流体方程式
は～ - 0の極限に対応するため､このような緩和モード
に相当する解を持たない｡
以上を要約すると､我々は凝縮体と非凝縮体のダイナミ
クスを記述する方程式を導いた｡これらの方程式は凝縮体
と非凝縮体がお互いに平衡状態に緩和する過程を記述する
ことができる.また､我々の方程式はL"lL≪ 1の極限で
はLandau二流体方程式に帰着する｡ここでは具体的な例
として､線形化された方程式を空間的に-様な系について
議論したが､我々の方程式を用いて凝縮体の成長と減衰を
議論することも可能である 【5,61｡
本研究はA.Gri瓜n(Univ.ofToronto)､E.Zaremba
(Queen'sUniv.)との共同研究である｡
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